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李白が道教に造詣の深い詩人であることは、 多くの論者が説いてきたところ

である。 しかし、 李白当時の道教において「洞天思想」 が重視されていたこと

をふまえた議論は従来されてこなかった。

「洞天思想」は、司罵承禎が『天地宮府図』で「十大洞天」「三十六小洞天」「七十二

福地」を提示したことで、ひとまず完成したといえる。 時の皇帝である玄宗は、

司馬承禎を重用し、 洞天での道教祭祀をおこなった。 このような状況で、 道教

信仰を持っていた李白が、 洞天思想にもとづいた詩作をおこなったことは、 自

然なことともいえる。 そこで本稿では、 李白と洞天思想の関係を具体的に考察

してみたい。 まず李白と司馬承禎との関連性をおさえた上で、 李白の詩作にお

ける洞天思想の影響を考察する。

1．李白と司馬承禎

注1•••李白「大鵬賦」序文．
安旗主編『李白全集編年注
釈』巴蜀書社． 2000年新
版 ． 頁1636。

李白は司馬承禎と直接面会する機会があった。 のみならず、 李白は司馬承禎

から極めて高い評価を得たようである。 この件はよく知られているが、 ここで

それを確認しながら、 若干の歴史的事跡について指摘しておきたい。

李白は「大鵬賦」序文 ＂ で 、 江陵で司馬承禎と会談した経験をこう披露して

いる。

余昔於江陵、 見天台司馬子微、 謂余有仙風道骨、 可興神遊八極之表。 因著

「大鵬遇希有鳥賦」以自廣。 此賦已偉干世、 往往人間見之。

司馬承禎は李白を「与に八極の表に神遊すべき」人物だという。 この表現に

は二つの側面があるのではなかろうか。 一つは、 心を仙界に飛翔させること、

もう一つは、 実際に天下の名山の洞天福地を巡礼すること。

前者については、 『列子』「黄帝」に「神遊」の次のような用例がある。

畳寝而夢遊於華膏氏之國。 華膏氏之國在含州之西， 台州之北， 不知斯齊國

幾千萬里， 蓋非舟車足力之所及， 神遊而已。

この「神遊」 は、 心が身体を離れて仙界に飛翔することをいう。 この語は、
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このような意味が一般的であろう。しかし、 これが司馬承禎の口から出された

語である点を考慮するべきであろう。司馬承禎にとって 「神遊」とは、 どのよ

うな行為だったのか。

それを考えるのに、『雲笈七鍛』巻 27に載せる司馬承禎の『天地宮府図』

が参考になる。その序文である「天地宮府図叙」に、 自著のことを「図経」と

称し、巻数を「二巻」としている。馬端臨『文献通考』巻8には、司馬承禎の『上

清天地宮府図経』2巻が記録されている。書名と巻数の一致から、 おそらく両

者は同一であろう。したがって『天地宮府図』は、 「経」と称されるほど重要

な著作だったことがわかる。その序文は次のごとくである。

夫道本虚無叉因悦惚而有物冗氣 元沖始 ＂、 乗運化而分形。精象玄著、

列宮闊於清景。 幽質潜凝、 開洞府於名山。 元皇先乎象帝竺独化卓乎真宰

工
‘

T、 感 ‘ ‘’. o / I 、 、 t怠 ， 、 二 ‘ ‘
生。

誠志似勤、則神仙應而可接。修錬克著、則龍鶴昇而有期。

至於天洞謳診、 高卑乃異。 真震班級、 上下不同。又日月星斗、 各有諸帝、

並懸景位、 式辣奔翔。所以披慕経文、 擁立圏象、 方知兆朕ズ庶蜆希夷

•8、 則臨目内思、 馳心有詣冗端形外謁、 望景無差。乃名曰《天地宮府園》。

其天元重燥、 氣 象参差、 山洞崇幽 、 風煙迅遠。以絃鎌素、 難具丹青、 各書

之於文、撰《圏綬》二巻。真綬所載者、此之略備。仙官不言者、蓋訣而未詳。

「精象は玄著して、宮闊を清景に列す。幽 質は潜凝して、洞府を名山に開く」は、

天に紫微宮などの星が列するのに対して、地には名山に洞天があることをいう。

「瑣簡紫文は、 方に代学に伝う。瑯函丹訣は、 下に浮生を済う」は、 洞天に道

教経典が蔵されて、 それが代々の学者に伝えられ、人々を救済することをいう。

「誠志の勤むる依は、 則ち神仙應じて接すべし」は、 洞天における修養が最終

的に神仙の認めるところとなって、 昇仙の秘訣を授かることをいう。その結果

は「則ち龍鶴昇るに期有り」、 つまり龍や鶴に乗って昇仙することになるので

ある。

「経文を披墓して、 拠りて図象を立つ」とは、 道教経典にもとづいて洞天の

図像を描いたことをいう。「方に兆朕を知ること、希夷を餓るに庶し」とは、「兆

朕」は身体のこと、「希夷」は虚寂玄妙であるから、 身体感覚を喪失し、 虚寂

玄妙な坐忘の境地にいたることをいう。「臨目内思し、心を馳せて詣る有り」は、

心神が図中の洞天に馳せることをいう。「形を端えて外に謁し、 景を望むに差

無し」は、 坐忘の境地で心を図中の洞天に馳せさせることは、 実際に名山へ赴

いて洞天で修養するのと同じだという。

現在通行の『雲笈七鍛』所載の『天地宮府図』には図像はないが、『天地宮

府図経』は本来、 洞天の実際の状況を図画にし、 そこに文章による解釈を加え

注2・・・ 『荘子』刻意「 虚無
括淡、乃合天徳」。

注3···『老子』第21章「道
之為物、惟悦惟惚」。注云「悦
惚、無形不繋之嘆」。亦云「↑光
合惚分、 其中有物」。

注4… 『淮南子』原道訓「沖
而徐盈」。 注云：「沖、虚也」。

注5… 『老子』 第4章「吾
未知誰之子、象帝之先」。

注6… 「独化卓乎真宰」は、
原文では「独化卓然真宰」
につくるが、前の句と対句
であろう。 『上方天尊説真

元通仙道経』を参照。『荘子』
齊物論「吾有待而然者邪、
吾所待又有待 而然者邪」。
郭注「若貴其所待、而尋其
所由、 則尋貴無極、卒至於

無待、而獨化之理明芙」。『荘
子』齊物論「若有真宰而特
不得其朕」。郭注「萬物萬情、
趣合不同、有若真宰使之然
也」。「玄著」は「沈泊」の
意か。

注7・・・ 『抱朴子』内篇・道
意「不能跡其兆朕乎宇宙之
外」。

注8···『老子』「視之不見
名曰夷、聴之不聞名曰希」。

注9… 『荘子』人間世「瞼
彼闊者、 虚室生白、吉祥止
止。夫且不止、 是之謂坐馳」。
成玄英疏「荀不能形同稿木、
心若死灰、 則雖容儀端棋、
而精神馳驚、 可謂形坐而心
馳者也」。司馬承禎『坐忘論』
「可謂坐馳、非坐忘也」
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たものなのである。 その文章は、 碁本的に『雲笈七鍛』巻27 に見えるものが

それなのであろう。 この図を前にして「臥遊」によって「臨目内思、馳心有詣」

をおこなうのであろう。

司馬承禎が李白についていった「神遊」とは、 このような「臨目内思、 馳心

有詣」の意味ではなかろうか。 つまり、 単に心を仙界に馳せさせるという意味

ではなく、 実際に名山を訪れ、 またそこに存在する洞天に心を馳せさせること

をいうのではなかろうか。 あとで見るように、 李白の詩作において、 自身が洞

天に行って夢遊することが表現されている。 こうした詩作は、 司馬承禎がいう

「神遊八極之表」の具体的な表現ではなかろうか。

李白「大鵬賦」の制作年をみてみると、 司馬承禎が洞天を考慮していたこと

がわかる。 安旗はこの作を開元13年(725)、 李白25歳の作とみている。 張

九齢「登南岳， 事畢， 謁司馬道士」によれば、 張九齢は南岳における道教儀礼

の職務を終えてから、直接に司馬承禎に教えを乞うている。 張九齢の職務は『唐

大詔令集』巻 74 「令慮従願等祭嶽漬詔」（開元 14 年正月）にみえる。 したがっ

て、 司馬承禎は南岳に赴く途上、 江陵で李白に会ったものと思われる。 この当

時、司馬承禎はすでに玄宗からの崇敬を受けており、李白との会見の2年後（開

元15年）には、 玄宗に対して五岳や名山の上清真人を祀るよう建言している。

ということは、 司馬承禎は李白に会った当時すでに、 五岳や名山には洞天があ

り、 そこに上清の真人が棲んでいるという、『真詰』にみえる 4 世紀の茅山の

洞天思想を自説に導入していた可能性が高い。

2 ．李白と『天地宮府図』

李白は、 司馬承禎の『天地宮府図』とされるものを知っていたと思われる。

李白がそれを見たのは、 はじめて司馬承禎に会った時ではなかった。 おそらく

司馬承禎の死後、 李白は王屋山の陽台観という道観で、『天地宮府図』 を目賭

したと思われる。

これを論じるためには、 まず司馬承禎が晩年に隠棲した王屋山陽台観に『天

注10…李俊民『荘靖集』 地宮府図』があったことを示さなければならない。 金の李俊民の「重修陽台万
巻9、 『済源県志』巻15「重 壽宮記」に次のようにある"°。
修陽台萬壽宮記」。
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大唐中、中巖道士司馬錬師， 始奏置陽憂観道場， 立像而厳奉之， 並御書額，

壁聾神仙龍鶴雲氣等， 升降輩節， 羽儀金綜， 輝光渦宇。 遣監齋葬元伯， 府

園蓋事跡題目奏聞。 時開元二十三年六月十二日也。 元祖之教， 由此而振山

林。 學者皆生無上道心， 不退轄志。 宜其為福地之冠也。 又按司馬別記曰，

余届王屋清虚洞側， 獲真豪仙綬二品。 一曰元精， 二曰丹華。 又賭玉皇賣篠，

乃知上古丹賓並偲而莫不瑕年。 自夏萬後遂止， 亡有総者。 余不敢媛泄， 復



蔵於名山，以侯其人。 開元十七年仲秋十五日記。 以是孜之， 陽憂観之成也，

在司馬錬師蔵丹賓後之六年， 開元二十三年己亥也。

これによれば、 陽台観には壁画があり、 神仙龍鶴雲気などが「輩節を升降さ

せ、 羽儀金繰、 輝光は宇に満つ」 という神仙世界がえがかれていた。 李俊民は

侠書『司馬別記』を引用しているが、 これはおそらく李俊民がこの文章を書い

た時に陽台宮に伝来していた文献資料なのであろう。私見では、 その資料の一

部が陳垣『道家金石略』に載せる「賜白雲先生書詩井禁山勅碑」 である ＂ 以

陽塞観天尊殿内壁棗高壺丈陸尺， 長玖拾伍尺（下20字欠）同戴百尺， 虚

神仙霊鶴雲氣， 右霊王屋山（下25字欠）依按経偲， 創意作園， 検校荘厳，

今至成畢。於是海属（下25字欠）壽福聖射道祐延長，神□得久又以開圏幽（下

25字欠）霊山景観，法徒不勝析荷。 所有董匠手功及買彩色等（下24字欠）

陛下本命紫綾及□口酬還屹， 承禎比加□口不獲（下24字欠）事跡題目ニ

巻上進， 謹録状以聞題奏， 開元二十三年（下24字欠）

この二つの資料を対照させると、 以下の事情が知れる。

『道家金石略』で陳垣は「開元二十三年」の下24字が欠損しているという。

李俊民によれば、 その日期を6月1 2日と推定することができる。

李俊民が提示する「陽台観道場」とは、 『道家金石略』 によって「天尊殿」の

ことだとわかる。杜光庭『天壇王屋山聖跡記』では、 陽台観の「蓼陽殿」に「五

老像」があり、「蓼陽殿」の題額は玄宗が下賜したものだという。 したがって、「天

尊殿」と「蓼陽殿」は同一の殿舎であり、 その殿内には天尊像と五老像が奉じ

られていたことがわかる。

その壁画の一側面には神仙霊鶴雲気が画かれており、 それは左側だった。 も

う一つは右側であり、 そこには王屋山が画かれていた。 王屋山は司馬承禎のい

う第一大洞天である。

李俊民は「元祖の教えは、 此より山林を振るう。 学者は皆な無上の道心、 不

退転の志を生ず。 宜しく其れを福地の冠と為すべきなり」という。「福地の冠」

とは、 第一大洞天のことをいうのだと思われる。 そうすると、 この壁画には第

ー大洞天たる王屋山を中心として、 その他の洞天も描かれていたのではなかろ

うか。 というのは、 左側の壁画は神仙龍鶴雲気などが 「螢節を升降させ、 羽儀

金綜、 輝光は宇に満つ」というありさまだった。 つまり、 あたかも永楽宮壁画

のように、 壁画には各地の洞天を代表する多くの神仙が画かれていたのだと思

われる。『道家金石略』の「賜白雲先生書詩井禁山勅碑」には、 「 壽福聖身弓道祐

延長」「陛下本命」という記載がある。 このことからすれば、 こうした神仙た

ちは玄宗の長寿と唐王朝の安寧を予祝するものであろう。 だとすれば、 王屋山

注11 … 『金石文字記』巻5:

容宗興司篤錬師書三通、 玄
宗興司馬錬師書ー通、五言
詩ー首、 司馬承禎状ー通、
批答、 韓抗正書 大中八年
五月、 今在王屋山陽棗観。
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注12•••李徳枯「李白『上
阻台帖』是力王屋山阻台宮
壁画而作」『王屋山道学研
究』2011年第2期。

注13•••全集1696 頁。
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の神仙だけが画かれていたと考えるべきではないかと思われるのである。

李俊民がいう「図画事跡題目」とは、『道家金石略』でいう「ー事跡題目ニ

巻」のことであろう。 したがって、 壁画以外に二巻本の壁画の写しがあったの

である。 しかも壁画は「経伝に依按して、 意を創りて図を作る」という。 つま

り、 上清経典を参照してえがかれたことをいう。 ということは、 それを写した

二巻の「図画事跡題目」も上清経典にもとづくことになる。

この説明と上掲の 『天地宮府図』序文でいう「所以披墓綬文， 握立圏象」「以

絃繍素， 難具丹青， 各書之於文， 撰《圏経》二巻。 真綬所載者， 此之略備」と

は一致している。 これによって、 陽台観の壁画が竣工した時に奏された「図画

事跡題目」と『天地宮府図』は同一の趣旨であり、 ともに二巻本であったこと

がわかる。 したがって、 陽台観の壁画と『天地宮府図』は同 一の内容だったの

である。 その制作の順次は、 陽台観壁画が竣工してから、 その壁画に準じて作

成されたか、 あるいは先に『天地宮府図』二巻を作成してから、 それにもとづ

いて壁画を作成したものか、 にわかに判断できないが、『雲笈七鍛』所載の『天

地宮府図』には「銀青光禄大夫真 一先生司馬紫微集」とあり、「銀青光禄大夫」

は司馬承禎が開元23年 (735)に昇仙してから玄宗が下賜した官名であるから、

先に壁画を作成してから『天地宮府図』を作成したという順序だったと推測さ

れる。

さて、 李白の問題に戻ると、 李白は陽台観に行ったことがあるようだ。 清朝

宮廷に伝来した李白の書作に「上陽台帖」がある。

山高水長物象千萬， 非有老筆， 清牡可窮。 十八日， 上陽嘉書， 太白。

「陽台」は陽台観ではなかろうか。 もしそうだとすると、 李白は陽台観に立

ち寄ったことがあることになる。 そこには壁画があり、その壁画は「山高水長、

物象千万」、 つまり山水を描いたものだという。「老筆」という表現は、 司馬承

禎のことを指すのにふさわしい表現であろう。 この「上陽台帖」の書法が李白

本人のものかは断定できず、 あるいは後人の模写であろうが、 この文言その

ものは、 李白が陽台観に登ったときに見た壁画に題したものだと思われる
・ 12

だとすれば、 李白は司馬承禎の『天地宮府図』と同一内容の壁画を目賭したこ

とになる。

3．李白と司馬承禎の二人の高弟

李白は司馬承禎の高弟たちとも交流し、 彼らに教えを乞うている。 その二人

とは、 道士胡紫陽と焦真静である。

李白の作「漢東紫陽先生碑銘」では、 胡紫陽の道教の系譜が提示されてい



る
＊ 13 。 これによれば、 胡紫陽は茅山の道士である王遠知、 溜師正、 司馬承禎、

李含光の系譜上にある。

また李白 「題随州紫陽先生壁」 に よれば、 開元20 年 ( 7 32) に李白は、 道

友である元丹丘とその弟である元演とともに、 一同で湖北随州 の胡紫陽の道観

を訪れている。 李白は 「終に願わくは金液を恵み、 提携 して太清を凌がん（終

願恵金液， 提拙凌太清）」と歌 っ ている。 つま り 、 胡紫陽に 昇仙の教えを乞う

ている。

李白 「冬夜於随州紫陽先生餐霰楼送煙子元派隠仙城山序」 には次のよ う にあ

る
＊
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注14•••全集1667 頁。

注15… 拙稿 「李 白之創作
与道士及上清経」 『四川 大
学学扱 ： 哲学社会科学版』
2006 年 5期、 105 ~ 1 1 2
頁。

注16• • • 王碕注『李 太白全
集』 巻9 、 頁 508。 Paul
W . K R O L L 、 " N o t e s o n  
Three Taoist Figures of the 
T'ang Dynasty"、 Bulletin

歴行天下， 周求名山， 入神農之故郷， 得胡公之精術。 胡公身掲 日月， 心飛 。ifthe Society for the Study 

蓬莱。 起餐霞之孤棲， 煉吸景之精氣。 of Chinese Religions 、 9 、
1981.。 Suzanne E.CAHILL、

ここで李白は、 名山に巡遊 したことをいうとともに、 「胡公の 精術を得た」

ともいう。 その「胡公の 精術」 とは、 「身に 日月を掲げる」 ものである。 これ

はおそらく『洞真 高上玉帝大洞雌ー玉検五老宝経』 （『道蔵』 3 3- 394) にみえる「大

洞雌ー帝君呼引日月之道」 のよ う な、 日月の精を引導する道術であろ う
・ 1 5

0

これらの作は、 李白と胡紫陽が親密な関係であ ったこと、 李白が胡紫陽から

上清経の知識を授けられていたことを示 している。

もう一人の道士の焦真静は、 李白 「贈嵩山焦煉師井序」
・

1 6 に みえる焦煉師

のことである。

嵩丘 有神人焦錬師者， 不知何許 婦人也。 又云生於齊 梁時， 其年貌可稲

五六十。 常胎息絶穀， 居少室應。 遊行若飛， 條忽萬里。 世或博其入東海，

登蓬莱， 寛不能測其往也。 余訪道少室， 盤登三十六峯， 聞風有寄， 涸翰遥贈。

二室凌青天，三花含紫煙。中有蓬海客， 宛疑麻姑仙。 道在喧莫染， 跡高想已綿。

時餐金鵞蕊， 屡読青苔篇。 八極恣遊憩， 九核長周旋。 下瓢酌頴水， 舞鶴来

伊川。 還帰東山上， 独払秋霞眠。 羅月桂朝鏡， 松風鳴夜絃。 潜光隠嵩岳，

錬愧棲雲幌。 寛裳何瓢諷， 鳳吹転綿遂。 願同西王母， 下顧東方朔。 紫書備

可伝， 銘骨誓相学。

この詩に ついて、 安旗は開元 19 年 ( 7 31 ) の作とする。 嵩山の焦煉師とい

う者が、 実は司馬承禎の弟子の焦真静であることは、 すでに先学が指摘 してい

る ＂ 7。 焦真静は、 当時の詩人たちの注目を集めてお り 、 少なからぬ詩人が彼

女のことを歌 っ ている ＂ 凡 李白は、 如上の詩で焦真静を西王母に 喩え、 その

道門に入 り たいという願望を述べている。

焦真静には、 玄宗の妹である玉真 公主も師事 し ている。 天宝2載、 玉真公

Transcendence and Divine 
Passion、 pp .22 4 -225、
Stanford University Press、
1993. スーザン ・ ケ ー ヒル
「規範 と 変容一唐代女性道
士の生活における身体と実
践」 （拙訳） 、 山 田 ・ 田 中 編『道
教の歴史と 文化』 雄山閣出
版、 1998 年、 頁240。

注 1 7 . . · Paul W.KROLL 、

1981. 

注18• • • その例は次の如 し。
①李頑 「寄 焦煉師」 （『全
唐詩』 巻121)、 ② 王昌齢
「謁焦煉師」 （『全唐詩』 巻
131)、 ③銭起 「題 嵩陽焦
道 士石壁」 （『全唐詩』 巻
228)、 ④銭起 「省 中 春 暮
酬嵩陽焦道士見招」 （『全唐
詩』 巻226) 、 ⑤ 王維 「贈
東狐焦煉師」 （陳鉄民 『 王
維集校注』 頁57、 中 華書
局、 1997 年） 、 ⑥王維 「贈
焦道士」 （『 王 維 集校 注』
頁60)。 拙 稿 「唐代 の 詩
人 と道教一李白を 中心に 」
『筑波 中 国 文化論叢』 23、
2004 年、 27 ~ 53 頁。
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注19…陳垣 『道家金石略』
頁139。

注20• • •李白 「漢東紫陽先
生碑銘」。

注21· · ·『道蔵』 第22 冊、
頁30。

注22 ・ ・ ・『道 蔵 』 第5冊、
頁92。

注23・ ・ ・『道蔵』 第22 冊、
頁785。

注24 • • • 深澤一幸 「仙女謝

自然の展開」 大阪大学 『言
語文化研究』 27、 2001年。
Stephen R. BOKENKAMP、
" T r a n s m i s s i o n  o f  a 
F e m a l e  D a o i s t :  X i e 
Z i r a n ( 7 6 7 - 7 9 5} " 、
Affiliation and Transmiss ion 
i n Dao is m 、 A B e r l i n 
S y m p o s i u m 、 E d i t e d
b y  F l o r i a n  C . R e i t e r 、

H arrassow i t z Ver l ag .  
Wiesbaden、 2012.

82 洞天福地研究

主は王屋山で金録斎を挙行したが、 それを記念するために、 元旦丘らが建てた

禁埠撰の石碑「玉真 公主受道霊壇祥応記」 には、 玉真 公主が少室山に赴いて「上

清羽人焦真静」に教えを乞うという記載がある
＊

19。 玉真 公主は、 早くに上清

経法を受けており、 元丹丘は、 胡紫陽から上清経法を受けている
＊20

焦真静につい ては、 『雲笈七鍛』 巻 5所収の李渤「真 系」 に次のようにあ

る
＊2

1 0 

先生（司馬承禎） 門徒甚衆 唯李含光， 焦静員得其道焉。 静員雖稟女質，

震識自然， 因精思間， 有人導至方丈山， 遇二仙女， 謂曰 ： 子欲為員官， 可

謁東華青童道君， 受三皇法。 請名氏， 則貞一也。 乃蹄而詣， 先生亦欣然授之。

焦真静のこの故事は、 すなわち李白の如上の序文にいう「世或偉」のことで

あろう。

以上から李白は、 胡紫陽、 焦真静、 元丹丘、 玉真 公主といった、 司馬承禎を

崇拝し、 かつ上清経法を備えた大洞三景法師の人々と交流しながら詩作してい

たことがわかる。 しかし、 あとで考察するように、 李白自身は天宝初年の時ま

で、 まだ上清経法は得ていなかった。

こ こで、 焦真静の伝記に関して、 一つの問題を指摘しておきたい。 焦真静の

話は司馬承禎の伝記に登場する。 『道蔵』所収の沈沿『続仙伝』 の「司馬承禎伝」

と『真 系』 の司馬承禎の伝記には、 同じ焦真静の話が出てくる •22 が 、『雲笈七鍛』

巻 1 1 3下に所収の『続仙伝』 の「司馬承禎伝」では
＊23 、 焦真静が謝自然に変

わっている。 それは以下の如し。

又蜀女員謝自然迂海， 将詣蓬莱求師， 船為風瓢到ー 山， 見道士指言 ： 天台

山司馬承禎名在丹嘉， 身居赤城 此員良師也。 蓬莱隔弱水三十萬里， 非舟

撮可行， 非飛仙無以到。 自然乃週求承禎受度， 後白 日 上昇而去。

蓬莱に至って司馬承禎のことを聞くのは、 李白でも李渤でも焦真静のこと

だった。 それが、 この伝記では謝自然のことになっている。 謝自然は中唐時期

に実在した女性道士であるから、 本来、 司馬承禎とは関係ない。 そうすると、 『道

蔵』所収の『続仙伝』の「謝自然伝」は、 本来は焦真静の伝記として書かれた

ものではなかろうか
＊

240

その伝記（『道蔵』 所収 『続仙伝』 「謝自然伝」） には、 謝自然が巡礼した場

所が記載されている。 この伝記は謝自然ではなく、 焦真静のものなのであるか

ら、 ここにみえる巡礼地も焦真静の事跡とみることができないだろうか。

謝自然， 蜀華陽女真 也。 幼而入道， 其師以黄老仙綬示之。 一覧皆如蕉讃。 再覧，



誦之不忘。 及長， 神情清爽， 言談逍高。 好琴翫． 善筆札， 能閾文， 常郡卓

文君之為人， 毎焚修， 瞼禰王母， 麻姑， 慕南嶽魏夫人之節操。 及年四十．

出遠遊往青城， 大面， 峨媚， 三十六精應， 二十四治， 直梨切尋， 離蜀， 歴

京洛． 抵江淮． 凡有名山洞府磁跡之所， 無不辛勤歴覧。

この巡礼地のうち、 「青城、大面、峨媚」は洞天であり、「三十六精應、二十四治」

は天師道の聖地である。 また彼女の巡礼は 「凡そ名山洞府霊跡の所有れば、 辛

勤して歴覧せざる無し」とい う 。「洞府」 は洞天の こ とであるから、 彼女は四

川から長安 ・ 洛陽 ・ 江南の洞天を巡っ たものと思われる。 李白も四川 で数力所

の山に入っ ており、 「三十六 精麿、 二十四治」 には赴いていないものの、 名山

洞天を巡る基本的な態度は、 焦真静と一脈相通ずるように思われる。

4 ．李白の詩作と洞天思想

洞天に関わる李白の詩作を以下いくつか考察してみたい。

まず「遊太山 ・ 其ー」は、 天宝元年に泰山に登っ た経験を歌 っ ている
＊25

その 中に、 次のよ う な一節がある。

飛流瀧絶繊 水急松声哀。

北眺腐障奇， 傾崖向東推。

洞門 閉石扇， 地底興雲雷。

登高望蓬漏， 想象金録台。

天門ー長鳴 萬里清風来。

玉女四五人， 醗揺下九核。

含笑引素手， 遺我流霞杯。

稽首再拝之， 自愧非仙オ。

曝然小宇宙， 棄世何悠哉。

泰山は第二小洞天である。「洞門」とは洞天の入口 だが、 そ れは閉 じられて

いる。 とい う ことは、 李白は洞天に入ることがかなわず、 高きに登 っ て蓬莱温

州を望んでいる。 この部分の参考として、武部利男氏の解説を見ておこう。「道

教では神仙のすみかを洞天といい、 天に通 じるという意味をもつ。 したが っ て

この詩における 「洞門 石扉を閉 じ」とい う 旬からも、 神仙のにおいが感 じら

れるのである。 「地底 雲雷を興す」は青木正児先生の「李白」（集英社 ・ 漢詩

大系） に「想像するに、 洞の内が深い穴になっ ていて、 その底に水の落ちる音

が物凄く密くのであろう」 と解釈されるのが妥当と思われる」
＊26

注25· · · 『李太 白全集』 巻

20、 頁 921 。 王 碕 云 ； 一

作天究元年四月炊故御道上

泰山。

注26 • • • 武 部 利 男 『 李 白 』

中 国 詩 文 選、 筑 摩 書 房、

1 973 年、 33 頁。
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注 2 7 · · · Paul W. KROLL 、
"Verses from on High :  the 

Ascent ofT'ai Shan" 、 T'oung
Pao、 69、 4-5 、 1 983.

注 2 8 · · · Paul W. KROLL 、
" L i P o ' s  Tran s c e n d e n t 
D iction" 、 Journal of the 

American Oriental Society、

Vo l . I .  1 06- 1 、 1 986、 pp99-

1 1 7. 

注 29… 王埼『李太白全集』
222 頁。

注 30・ ・ ・ 『道蔵』 第33 冊、
435 頁。

注3 1 ・ ・ ・ 『全唐文』 巻 7 1 2
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李白がここで洞天に思いを致していることからもわかるが、 この詩には 「神

仙のにおいが感じられる」 どころ か、 多くの道教用語が用いられている
＊27

例えば 「流霞」 は『皇天上清金闊帝君霊書紫文』 にみられる道教用語であり

•28、 太陽光線の精華をいう。 私見では、 「金銀台」 とは、 李白の 「高丘に登っ

て遠海を望む （登高丘而望遠海）」で 「銀台金闇如夢中， 秦皇漢武空相待」と

いう 「銀台金関」のことであろう •29。 「金閾」 とは、 金闇帝君の金閥宮のこと

である。 『洞真 上清青要紫書金根衆経』 巻下に次のようにある。

上清金闊宮在三元宮之北， 相去五萬里 … …台外有四門， 門有雨閥， ー関金，

一閥玉 … … 内有清精玉芝流霞之泉。 … … 玉童玉女各三百人， 散香其間， 閥

上有九層金台
＊
30

0

そしてこの詩の重要な ポイ ン ト は、 泰山は洞天であり、 それゆえに李白は洞

門を探っているという点である。 李白が、 名山への巡礼を「洞天の入 口を探る」

と 表現していたこ とは、 「送王屋山人魏萬還王屋井序」（安旗 1 03 2 頁） にもみ

える。

仙人東方生、 浩蕩弄雲海。

油然乗天滸、 獨往失所在。
． ． ． ． ． ．  

十三弄文史、 揮筆如振綺。

僻折田 巴生、 心齊魯連子。

西渉清洛源、 頗驚人世喧。

採秀臥王屋、 因窺洞天門。

「秀を採って王屋に臥し、 因って洞天門を窺う」とは、 魏万が第一大洞天王

屋山で修道していたこ と をいう。 ちなみに、 王屋山の主峰である天壇山の北に

向かい合う霊山の頂上付近には霊山洞という洞窟があり、 その洞口は明代に レ

ン ガで門が作られたようだが、 その題額に 「洞天門」とある。

李白が洞天を探るのは、 そこに棲む上清の真 人に教えを乞うのが目的である。

この当時、 玄宗は開元 1 3 (725) 年に泰山に登って封禅を挙行した。 その後、

司馬承禎の建議を受け入れて、 五岳名山の上清真 人を祀った。 李渤「王屋山貞

ー司馬先生伝」に次のようにある
＊
31

於王屋山自選形勝， 置壇宇以居之。 先生因上言， 今五嶽之神祠， 皆是山林

之神 正吉之 也。 五 上 有
‘
叶 府 有上

‘
真 人降任 職 哨 IJ立齋洞



帝従其言。 因置真君祠， 其形像制度， 皆請先生推按道経， 創為之焉。

司篤承禎の建議によれば、 五岳には洞天があ り 、 そこに上清真人が棲んでい

る か ら 、 皇帝は真人を祭祀 して国家の安寧を祈願すべきなのである。 玄宗は こ

の建議を 容れて、 開元 1 9 年 (7 31 ) か ら 開元 20 年 (7 32) にかけて、 五岳

に真君祠を建立 し、 青城山には丈人祠を、 應山には九天使者廟を建立 した
＊32

したがって、 天宝元年に李白が泰山に登った時には、 泰山ではすでに真君祠の

祭祀がお こ なわれていたのである 。 李 白が こ の詩 でい う と こ ろ の洞天 と は、 泰

山の山中に存在する と される 洞天のこ と である と 同時に、 建築物 と し て実際に

あった泰山真君祠のこ と ではなかろうか。

次に 「夢に天姥に滸んで吟ず、 留別 （夢湘天姥吟、 留別）」を 見てみよう。

この詩に次のような一節がある。

天姥連天向天横， 勢抜五岳掩赤城。

天皇四萬八千丈， 到此欲倒東南傾。

我欲因之夢呉越， 一夜飛度鏡湖月 。

湖月 焙我影， 送我至刻埃。

千巌萬轄路不定， 迷花｛奇石忽已瞑。

熊咆龍吟殷巌泉． 栗深林号驚層崩。

雲 青青分欲雨， 水漁潅分生煙。

列訣露震 丘密崩催。

洞天石扇， 旬然中開。

青冥浩蕩不見底， 日月 焙耀金銀嚢。

寛為衣分風為馬， 雲之君号紛紛而来下。

虎鼓琴分鶯回車 仙之人合列如麻。

天姥山は天台山の一峰であ り 、 第十六福地であ る。 しか し、 李白か ら する と、

天姥山は第六大洞天の赤城山よ り 優れている と い う 。 李白は、 天姥山で洞天を

探索 し、 洞門を見いだす。 洞門は開いてお り 、 李白は洞天の中に入 る 。 地下は

底が 見えないほ ど深いが、 奥へ進む と 裕然 と して別天地が開け る 。 そこには太

陽 と 月 が金銀台を照 ら し だ し、 中空には仙人が紛紛 と して降 り てくる
＊33

こ のよ う な洞天の表現は、 『真詰』 に基づいてい る。 『真諾』 巻 1 1 に次のよ

う にある。

注 32• • •雷聞 『郊廂之外ー一
隋唐国家祭祀与宗教』 北京
三聯書店、 2009 年。 拙稿
「第一大洞天王屋山洞の陽
台観 と紫微宮の現況」． 『洞
天福地研究』 第 3 号、35
~54 頁、20 12 年 3 月。

注33• • •加藤国安教授は こ
の詩に詳細な分析を加 え、
李白の道教の特徴を指摘 し
ているが、洞天の問題には
及 ん で い な い。 加 藤 国 安
「李 白の天台山 ・ 天姥山の
詩ー 自 由な魂のありかを求
めて （二）」 『愛媛大学教育
学部紀要 人文・ 社会科学』
第36 巻 第2 号 l ~ 16、
2004 年。

李白と司烏承禎の洞天思想 85 



注 34・ ・ ・ 『 真 詰 』 巻 11、

5b ~ 6b、 『真諾』 趙益点

校本、頁 195。

注 35 ・ ・ ・ 『唐會要』 巻 41 、

頁 732。

注36· • •全集2445 頁。
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大天之内有地中之洞 天三十六所， 其第八是 旬 曲山之洞 ， 週廻ー百五十里，

名 曰金壇華陽之天。 洞 墟四郭， 上下皆石也。 上平虚， 在士下正嘗十三四

里而出上地耳。 東西四 十五里， 南北三十五里， 正方平。 其内虚空之虚
ー百七十丈， 下慮ー百丈， 下堀猶有原阜聾偲， 上蓋正平也。 其内有陰暉夜

光， 日精之根 照此空内， 明鐘 日 月 芙。 陰暉主夜， 日 精主書， 形如 日月之

鳳 飛在玄空之中
＊
340

これによれば、 この詩の下線部は洞 天の内部を存想 して歌 っ てい る と考えら

れる。

ところで、 泰山では開いていなか っ た洞 天の入 口が、 天姥山ではどうして開

いているのだろうか ？ 「遊太山 ・ 其ー」の末尾で、 李白は 「稽首再拝之， 自愧

非仙オ」と述べてい る。 つまり李白は、 自分はまだ玉女の手から「流霞之杯」

を授かるだけの法術の素養や資格に欠けている というのである。 お そらく こ れ

が、 泰山の洞 門の開かなか っ た理由なのであろう。 この点から考える と、 天宝

元年の「遊太山」と、 天宝 6 載の 「夢滸天姥吟留別」 の間で、 李白が備えて

い る 道教的な法術の素挫や資格に何らかの違いが生じたのであろうか ？

こ の点は、 李 白が道教の法録を受けた こ と と 関係があるのではなかろうか。

李白の「奉餞高尊師如貴道士傭道録畢蹄北海」 によれば、 李白は道教の上清法

録を授かっ たようであ る 。 これはいつのことであろうか。 李陽泳が「草堂集序」

で「天子は其（李白）の留むべからざる を知り、 乃ち金を賜 っ て之を帰す。 遂

に従祖陳留採訪使彦允に就きて、 北海高天師に請いて道録を斉州の紫極宮に授

かる（天子知其不可留， 乃賜金蹄之， 遂就従祖陳留採訪使彦允， 請北海高天師

授道篠於齊州紫極宮）」 と述べてい る。 つまり、 李白が法録を授か っ た地は斉

州の紫極宮である。 李白が斉州にいる のは、 天宝年間、 杜甫と高適らと梁宋に

遊んだころがふさわ しい。 そ して、 河南採訪使の職は天宝 5 載 7月に張碕に

変更にな っ ている •35 。 し たがって、 李白が上清法録を授かっ たのは、 天宝の

初めのころから天宝 5 年 7月 までの間ということにな る。 すなわち天宝 元年

の 「遊太山」と、 天宝6載の「夢滸天姥吟留別」の間なのであ る。 その詩「奉

餞高尊師如貴道士偉道録畢蹄北海」 は以下のようであ る •360

道隠不可 見， 霊書蔵洞 天。

吾師四萬劫， 歴世遁相博。

別使留青竹， 行歌踊紫煙。

離心無遠近， 長在玉京懸。

「霊書は洞 天に蔵さる 」というのは、 第一大洞 天王屋山の神仙であ る 王褒が、

上清経を王屋山洞 天に蔵 し た故事をいう。このことから、李白がこの時に授かっ



た法録は上清経法だったことが想定できる。 また天宝 1 3載の「留別曹南群官

之江南」詩に次のようにある。

十年罷西笑， 覧鏡如秋霜。

閉剣琉璃匝 錬丹紫翠房。

身侃硲落鳳 腰垂虎盤嚢，

仙人借採鳳， 志在窮退荒。

ここで「身に拾落図を侃ぶ」という 「硲落図」とは、『道蔵』の『正一修真

略儀』に挙げられた上清経篠の目録にみえる「節落七元真 符」のことだと思わ

れる。 この点からも、 李白が最終的に上清経録という、 当時の道士の最高位の

法録を授かったことが想定できる。 独孤及が「送李白之曹南序」 で李白のこと

を 「仙薬は嚢に満ち、道書は筐仙に盈つ（薬満襄 道書盈筐）」と述べているが、

これは李白が、 大洞三景法師の位を授かった時に、 伝授の規定にのっとって上

清経録の 1 セ ッ ト を授かったからであろう。 上清法録さえ持っていれば、 「流

霞之杯」を受け取れないな どとこぼすはずもなく、 洞天の洞門も開いてくれる

はずではなかろ う か。

結語

李 白が名山で洞天を探索 したのは、 名山には洞天があ り 、 洞天には神仙が棲

んでいて、 洞天で存想な どの道教の瞑想をおこなえば、 神仙になる秘訣を洞天

に棲む神仙から得られると考えていたのである。 このような考えは、 司馬承禎

の洞天思想と共通の基盤にあるといえるのではなかろうか。 李白は 「應山謡、

寄麿侍御虚舟」 詩で 「五嶽に仙を尋ねて遠きを辞せず、 一生好んで名山に入 り

て遊ぶ（五嶽尋仙不辞遠， 一生好入名山遊）」 と歌っ ている。 このよ う な一生で、

李白は中国文学史上に燦然と輝く名作を数々創作 したわけだが、 その創造性の

一端と して洞天思想によるイ マジネー シ ョ ンの発揮があった

のではなかろうか。

、 といえる
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